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日 時 集約期間：令和 4年 1月 25 日（火）から 2月 1日（火）まで 

会議の日：令和 4年 2月 1日（火） 

出席委員 渡邊憲介会長、福与春美副会長、西澤美香委員、堀允之委員、斉藤圭美委員、

小森亨委員、柿崎直哉委員、福島宏幸委員、伊藤幸恵委員、野浪昌恵委員 

 

＜議事概要概要及び結果＞ 

○報告事項： 

（１）第 3期北広島市子どもの権利推進計画の進捗状況について 

（２）子どもの権利月間における取り組みについて 

（３）子ども会議について 

（４）子どもの権利 10 周年記念事業について 

 

第 3期北広島市子どもの権利推進計画の進捗状況について 

○意見（Ｃ委員） 

・ヤングケアラーが社会問題となっていますが、市では実態把握及び対策はどうなっているの

か。 

 

○意見（Ｄ委員） 

・施策について、幅広く行う事と費用対効果を比較し、重点項目（継続）と検討項目（継続又

は廃止）と新規項目（要望に対応）といった柔軟な計画も検討してほしい。 

 

○表決結果 

→原案のとおり承認 

 

子どもの権利月間における取り組みについて 

○意見（Ａ委員） 

・毎年 11 月の虐待防止月間だけでなく、年間通して子どもの権利について、市民の皆さんに

意識していただくような取り組みができれば良いと思う。 

 

○意見（Ｂ委員） 

・子どもの権利条例の周知・啓発にとても良い取り組みと評価する。パネル展の感想は貴重な

意見が多く、生かせるものは取り入れてほしい。 

 

○意見（Ｅ委員） 

・コロナ禍の中での開催、大変だったと思う。参加（アンケート）の少なさも課題と思います

が、こういった催しに来ていただける意識のある（と思われる）方々の半数が「知らなかった」

という現状も、受け入れないといけないと思う。 

 

○意見（Ｆ委員） 

別記様式(第 3条関係) 
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・パネル展は子どもの権利月間以外の時期も企画した方が良いと考える。不特定多数の方に目

にしてもらえるのが大事と考える。パネル展は子ども自身より、子どもの周囲の大人に見ても

らう、知ってもらう良い機会と思う。 

 

○意見（Ｄ委員） 

・パネルを各学校で順番に展示（廊下）してもいいと思う。何気に見てくれるような。エルフ

ィンパークのＬＥＤビジョンで通年放送も期待する。 

 

○表決結果 

→原案のとおり承認 

 

子ども会議について 

○意見（Ａ委員） 

・より多くの子ども達に参加してもらい、さまざまな意見を自由に言い合える子ども会議は、

絶対に必要と思うので、引き続き子ども会議開催の計画をお願いする。 

 

○意見（Ｂ委員） 

・力を入れて継続してほしい施策。市長、教育長参加のもと、子どもたちの提案した意見が市

政に採用されたという結果、その報告がされるといいなと思う。 

 

○意見（Ｅ委員） 

・こういった機会は、学校教育を含めても、ディスカッション、意見交換は少ないので貴重だ

と思う。 

 

○意見（Ｄ委員） 

・子供（若年層）にとって、安心や楽しめる場所が少ないため、要望として提案されていると

感じる。「グルーミング」が少なからずある社会において、信頼できる人（大人）と空間（場

所）が必要と訴えている内容ではないか？ 

 

○意見（Ｇ委員） 

・日々の生活の中の身近なところでの「子どもプレイス」を望んでいることを感じた。休める

場所、語り合える場所等…。 

 

○表決結果 

→原案のとおり承認 

 

子どもの権利 10 周年記念事業について 

○意見（Ａ委員） 
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・記念事業計画（案）を見て、自分自身がワクワクしている。子ども達が沢山参加し、明るい

笑顔で活動している姿が是非とも見たいと思う。 

 

○意見（Ｂ委員） 

・北広島市らしい記念シンポジウムはいい案と思う。他に星槎道都大学との連携、子どもの権

利かるたづくりも実現できたらと感じた。 

 

○意見（Ｆ委員） 

・事業案にある各種コンテスト、子どもの権利関連図書の展示、子どもの権利かるたの企画に

ついて、特に良いと思う。事業案の中にもあるが、いずれも「日常場面の権利に気づくきっか

け」につながる様な企画であることが重要と思う。 

 

○表決結果 

→原案のとおり承認 

 

 


